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CD-ROMデータベースの利用法 シリーズ その２

－ CD-ROMを利用した法情報の検索について －

法文学部講師 法学教室・民法 亀岡倫史

１．はじめに－本稿の目的

法律実務において特定の法律問題を解決した
り、研究者や学生として法学研究に携わる者に
とっては、法律文献、判例・裁判例、法令等の
法情報を、調査、収集、整理、分析することが
不可欠の作業となる。従来、必要な法情報の調
査は、印刷媒体である各種参考図書（月報、年
報、書誌、索引集など）を用いた手作業でなさ
れてきた。しかし、最近では、一方で対象とな
る法情報の膨大化、他方でパーソナルコンピュ
ータやインターネットの普及などを背景として、
コンピュータを利用した法情報検索も普及しつ
つある。本稿は、コンピュータを利用した法情
報検索のうち、 媒体で提供されていCD-ROM

る法律関係のデータベース ― 具体的には、法
律判例文献情報、判例体系、現行法令 ― によ
る法情報の検索の方法について紹介することを
目的としている。
なお、以下の叙述は、基本的には本稿で取り

扱う各 データベースに添付されていCD-ROM

るユーザーズマニュアル及びヘルプに依拠して
いる。また、内容的には、初学者 ― 具体的に
は本学（島根大学）の学生 ― を対象とした入
門的なものであることをお断りしておきたい。

１．現行法令CD-ROM（Stand Alone型）

（法務大臣官房司法法制調査部編・ぎょうせい）

（１）概要

「現行法令 」は、法務大臣官房司法CD-ROM

法制調査部編集の総合法規集である「現行日本
法規」をデータソースとする法令検索システム
である。収録法令は、憲法をはじめ現行の全法
律・政令・省令並びに最高裁判所規則、人事院
規則ほか各行政委員会の規則、主要条約などで
あり、電子媒体で提供されているものとしては、
最大規模の法令データーベースを形成している。
「現行法令 」は、法分野及び法令名CD-ROM

五十音の一覧表示による検索のほか、「法令名

検索」、「全文検索」、｢年月日別検索｣、「内
閣・国会別検索」の４つの検索ウィンドウによ
る検索など豊富な検索機能を備えている（検索
結果はダウンロードしたり、印刷することもで
きる）。このほか、憲法をはじめ主要な法律に
ついては、参照条文検索機能を用いることによ
り、いちいち検索条件を入力することなく関連
条文を効率的にたどっていくことができる。ま
た、各法令名をクリックすることにより、「現
行日本法規」の巻数表示がされるので、直接、
印刷媒体の「現行日本法規」を参照することも
できる。

（２）検索の仕方

以下、検索の手順、主な検索機能及び検索の
実際を、検索画面を交えながら概観しておこう。
〔基本的な検索の流れ〕 メインウインドウ

での＜分野別、 音別による検索＞、又はそ50

の他の検索方法の選択→＜法令名検索＞＜全文
検索＞＜年月日検索＞＜国会・内閣別検索＞画
面における各種検索条件の入力→検索結果の一
覧表示→ ウインドウで、法令の目次・条View

文を表示する、又は関連条文を参照する→必要
に応じて、検索結果をダウンロード、印刷する。
〔検索の実例〕 参照したい法令の名前、(1)

体系上の位置、あるいは公布年月日などが分か
っているときには、＜分野別検索＞＜ 音別50

検索＞＜法令名検索＞＜年月日別検索＞等を用
いる。 どの内閣のもとでどんな法令がつく(2)

られたか、国会会期別に成立した法令を知りた
い、というときには＜国会・内閣別検索＞を用
いる。 本 の特性がもっとも生かせ(3) CD-ROM

るのは、特定のテーマについてどのような現行
法が存在するかをある程度網羅的に調べたい、
というときである。例えば、「廃棄物（ゴミ）
の処分場に関してはどんな法令があるか」調べ
たい、という場合を例に具体的な検索手順を示
したのが以下の図である。

No.57, December 1998島根大学附属図書館報



＜メインウインドウ＞

分野別検索用のタブ

五十音別検索用のタブ

法令表示領域（参照したい法令を選択してダブルクリックする）

検索方法選択アイコン（左から）
＜法令名＞＜全文＞＜年月日別＞＜内閣・国会別＞；
ツールバー「検索」、及び画面上での右クリックでも選択できる

＜全文検索ウインドウ＞ 検索条件の選択

キーワードの入力

検索結果一覧（参照したい法令を
選択してダブルクリック）

＜viewウインドウ＞

法令の目次

関連条文の参照

法令本文

＜法令名検索ウインドウ＞

＜年月日別検索ウインドウ＞

＜内閣・国会別検索ウインドウ＞

法令名の入力
（法令名に含まれる単語，
　略名でも可）
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年間、約 万数千点の新刊(1)「文献編」： 2

書籍、ならびに法律専門雑誌、学術・研究紀要、

新聞等約 誌紙から採録した法律文献の書1,130

誌情報を網羅的に収録する。現在の総収録件数、

件（ 年 月～ 年 月までに刊254,283 1982 1 1996 12

行されたもの）。図書については、書名、著者

名、発行所、発行年月日、判型／頁数／定価、

分類、事項索引、目次の概要が、雑誌論文につ

いては、標題、著者名、掲載雑誌名、巻号数／

掲載頁、発行年月日、分類、事項索引が、デー

タとして収録されている。

最高裁判所判例集、高等裁(2)「判例編」：

判所判例集、判例時報、判例タイムズなど、公

26刊されている判例情報誌・雑誌すべて（

誌）から採録。現在の総収録件数、 件。23,916

判例情報として、判例の表題（要旨）、裁判年

月日、裁判所名、裁判形式、事件番号、出典、

参照法条、分類、事項索引がデータとして収録

されている。

書籍・雑誌・紀要・新(3)「発行所案内」：

聞の発行所に関する情報（発行所名、住所、電

話番号）ならびに雑誌については所在情報（国

立国会図書館請求番号）が収録されている。

なお、情報の更新は年一回であり、一年分の

文献・判例情報を追加した「更新版」が届けら

れることになっている（更新までについては、

月刊誌『法律判例文献情報』を参照することに

なる）。

主な特徴、機能としては、 「文献編」収(1)

録の判例評釈文献情報と「判例編」収録の判例

情報との相互検索ができるので、判例検索後に、

＜関連情報＞として該当判例の評釈論文を参照

できること、また、判例情報については、いわ

ゆる＜要旨入力方式＞が採用されているので判

決全文を参照することはできないが、各判例に

後述の判例体系と共通する 番号が付されてID

おり、判例体系で判決全文を容易に参照できる

こと、 ＜キーワード検索＞を軸にして、さ(2)

まざまな検索条件の設定が可能であり、目的に

応じた多様な検索が行えること、 法律用語(3)

から一般用語まで 万語以上の＜キーワード15

＞、法律判例文献情報独自の＜分類＞、＜事項

索引＞が設定されており、また完全一致検索・

前方一致検索の選択機能、同意語処理機能など

も採用されているので、検索漏れの少ない確度

の高い検索が行えること、 ＜インプットパ(4)

ネル＞により複数のキーワードを組み合わせた

検索式（ ）が簡便に作成できること、and,or,not

＜ガイド検索＞によりキーワード候補一覧を参

照できることなど便利なキーワード入力支援ツ

ールが用意されていること、 検索結果は、(5)

プリントアウトできるほか、テキスト形式でダ

ウンロードできること、などをあげることがで

きよう。

（２）検索の仕方

以下では、検索の手順、主な検索機能などを

実際の検索例を示しながら概観しておこう。

起動後、書類選択［基本的な検索の流れ］(1)

ダイアログが開くので、ここで検索したい書籍

を選ぶ→ ＜文献検索＞＜判例検索＞＜発行(2)

所案内＞ウインドウにおける各種検索条件の入

力（＜一括入力画面＞＜パネル＞＜ガイド＞機

能などを適宜用いて、検索語を入力、その後に

各種書誌情報を必要に応じて入力・選択し検索

条件を絞り込む）→ 検索結果の一覧表示→(3)

文献（又は判例）詳細表示→ 必要に応じ(4) (5)

て、関連情報（関連判例・判例評釈）の表示、

ダウンロード、印刷などをする。

検索したい文献の著者名［検索の実例］ (1)

（又は判例の判決年月日）等が特定されている

ときは、＜要旨キーワード・事項検索＞で著者

名（判決年月日）などを入力しすれば検索でき

る。 本 が有用なのは、特定のテー(2) CD-ROM

マについてどんな文献（又は判例）があるのか

知りたいときである。「名誉毀損、プライバシ

1985ー侵害における民法上の責任について、

年以降に公表された文献を調べたい」という場

合を例に検索手順を示したのが、以下の図であ

る。

No.57, December 1998島根大学附属図書館報



＜文献検索ウインドウ画面＞

＜一括入力画面＞

＜ガイド機能＞

＜パネル入力＞

＜制限項目＞

＜分類参照＞
＜検索結果一覧表示＞

＜文献詳細表示画面＞
＜関連情報（判例）＞

検索語の入力フィールド

検索項目の選択（プルダウンメニュー）

検索結果の表示（ダブルクリック）で
検索一覧画面へ

必要な項目に検索語を
入力：　適宜、パネル
入力、ガイド入力を
活用する

しかし、入力には
一括入力メニュー
がお勧め
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本 では、逐条毎の体系的な判例のCD-ROM
整理という『判例体系』の特徴を生かしながら、
多様な検索を可能とする工夫が施されている。
すなわち、検索は、 要旨キーワード・事項(1)
検索、 体系項目検索、 本文キーワード検(2) (3)
索の 種類が基本となり、これらに＜判決年月3
日＞＜裁判所名＞＜事件番号・民刑区分＞＜裁
判官名＞＜参照法令＞＜出典＞等の書誌情報を

(4)組み合わせて、行うことができる。なお、
判例体系独自の判例 番号検索機能も備わっID
ている。
各検索方法における主な機能、特徴は次のと

おりである。
＜事項(1)要旨キーワード・事項による検索：

＞とは、『判例体系』登載の判例要旨を基に、
利用者がどのような語からその判例を検索する
かという観点に立って整理された、判例要旨中
の重要な語句、判例要旨には出てこない講学上
・実務上の用語等で構成されている。したがっ
て、事項による検索では、当該語句が判例中で
有意的なもののみを検索するので、要旨キーワ
ード検索に比べて不要な判例が出てきにくいと
いう特性がある。＜要旨キーワード＞は、＜判
例要旨＞＜体系項目＞＜事項＞＜事件名＞＜著
名事件名＞中に存在する語句を、重要か否かの
判断をすることなくそのまま抽出したものであ
る。したがって、要旨キーワード検索では、判
例を漏れなく検索できる反面、当該キーワード
が判例中で有意的でないものまで検索すること
から、不要な判例が検索されることがある。利
用者の検索目的、検索語の内容などに応じて両
者をうまく使い分けることが、よりよい検索の
ためには必要である。

＜体系項目＞とは、(2)体系項目による検索：

『判例体系』において逐条毎に判例を体系的に
整理分類するために用いられている項目であり、
この体系項目による検索に、『判例体系』以来
のノウハウの蓄積が最もいかされていると言え
よう。体系項目検索では、項目を段階的に絞り
込んで特定し、必要な判例を検索する。必要に
応じて、キーワード・書誌情報を掛け合わせる
こともできる。各項目は一定の体系にしたがっ
て整理されているので、各項目の相互関係から
当該判例（判例要旨）の占める位置や相互関係
等が分かる仕組みになっている。
本文キーワードによる検索：判例本文中に(3)

存在する語句を、重要か否かの評価を加えるこ

となく、すべてそのまま抽出したのが＜本文キ
ーワード＞である。したがって、文字どおり漏
れのない検索が可能であるが、それだけに不要
な判例が多く含まれる恐れも大きい。本文キー
ワードによる検索では、判決要旨にでてこない
語句（とりわけ当該判決の事実の内容を示す語
など）からも検索できる。

本 に収録(4)判例体系IDによる検索： CD-ROM
されている判例には、独自の 番号が付されID
ているので、この 番号を控えておけば、次ID
に同じ判例を検索する場合に簡易に目的の判例
に到達することができる。また、この 番号ID
は、上述した法律判例文献情報 中にCD-ROM
収録されている判例とも対応しているので相互
検索が可能である。

＜インプットパネル＞により複(5)このほか、

数のキーワード・事項等を組み合わせた検索式
（ ）が簡便に作成できること、＜ガand,or,not
イド検索＞により事項・キーワード候補一覧を
参照できることなど便利な入力支援ツールが用
意されている。また、同意語検索機能、法条文
参照機能なども備わっている。
検索結果は、プリントアウトできるほか、(6)

テキスト形式でダウンロードできる。

（２）検索の仕方

以下では、検索の手順、主な検索機能などを
実際の検索例を示しながら概観しておこう。
［基本的な検索の流れ］ 検索単位の選択→(1)
＜要旨キーワード・事項検索＞＜体系項目(2)

検索＞＜本文検索＞＜ 検索＞画面での検索ID
条件の入力（＜パネル＞＜ガイド＞機能などを
適宜用いて、検索語を入力、その後に各種書誌
情報を必要に応じて入力・選択し検索条件を絞
り込む）→ 検索結果一覧→ 判例要旨、本(3) (4)
文の表示→ 必要に応じて、法条文・関連要(5)
旨・審級関係等を参照、ダウンロード、印刷す
る。

調べたい判例の裁判所名、［検索の実例］(1)
判決年月日がわかっているときは、それらを入
力する。 本 － が有用なのは、特定(2) CD ROM
のテーマについてどんな判例があるのか調べた
いときである。「日照権に関して 年以降1990
どんな判決が出ているか調べたい」という場合
を例に検索手順を示したのが、以下の図である。
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＜要旨キーワード・事項検索画面＞ ＜インプットパネル＞

＜検索結果の一覧表示＞

＜ガイド機能＞

＜判例要旨表示画面＞
＜判例本文表示画面＞

＜体系項目検索＞ ＜法編選択＞ ＜体系項目階層表示＞

キーワードを入力し、その他の書誌情報を付加
することにより、適宜検索条件を絞り込む
インプットパネル，ガイド機能を利用すると便利


